第2章　目的

2.1　全体の目的

エンタプライズJavaBeans（EJB）体系体系は，次の目標をもつ。

· エンタプライズエンタプライズJavaBeans体系は，Javaプログラム言語による分散オブジェクト指向ビジネスアプリケーションのための標準コンポネント体系とする。エンタプライズJavaBeans体系は，様々な製造元のツールを用いて開発されたコンポネントを結合して分散アプリケーションの構築を可能にする。
· エンタプライズJavaBeans体系は，アプリケーションを書くのを容易にする。すなわち，アプリケーション開発者は，低水準トランザクション及び状態管理の詳細，マルチスレッド処理，コネクションプール処理，及びその他の複雑な低水準APIを理解する必要がなくなる。
· エンタプライズJavaBeans体系は，Javaプログラム言語のWrite Once Run Anywhere(TM)に従う。エンタプライズBeanは，一回開発すれば，再コンパイルやソースコードの修正なしに複数のプラットフォーム上で展開できる。

· エンタプライズJavaBeans体系は，エンタプライズアプリケーションのライフサイクルの開発，配備，及び実行時の各側面を支援する。

· エンタプライズJavaBeans体系は，実行時に相互運用できるコンポネントを開発し利用できるよう，複数製造元のツールを使えるようにする契約を定義する。

· エンタプライズJavaBeans体系は，既存のサーバプラットフォームに互換性がある。利用者は，エンタプライズJavaBeansを利用可能にするよう既存の製品を拡張できる。

· エンタプライズJavaBeans体系は，他のJavaプログラム言語APIと互換性がある。

· エンタプライズJavaBeans体系は，エンタプライズBean及びJava 2プラットフォームエンタプライズ版（J2EE）コンポネントとの間だけでなく非Javaプログラム言語アプリケーションとの間の相互運用性を提供する。

· エンタプライズJavaBeans体系は，CORBAプロトコルと互換性がある。

2.2 EJB版1.0及び1.1

エンタプライズJavaBeans版1.0は，次の側面に焦点を当てた。

· コンポネント体系によって仮定されるそれぞれの異なる“EJB役割”を定義した。

· エンタプライズBeanの利用側ビューを定義した。

· エンタプライズBean開発者ビューを定義した。

· EJBコンテナ提供者及びサーバ提供者の責任を定義した。この二つを合わせることで，エンタプライズBeanの開発及び実行を支援するシステムができる。

· EJBの配備単位であるejb-jarファイルのフォーマットを定義した。

版1.1は，次の側面に焦点を当てて強化した。

· アプリケーションの組立てと配備のより良い支援を提供した。

· 個々のEJB役割の責任をより詳細にわたって規定した。

2.3 版2.0の目標
エンタプライズJavaBeans版2.0は，次の側面に焦点を当てる。

· EJBとJavaメッセージサービスの統合を定義する。

· 局所利用側ビュー及び局所利用側からのエンタプライズBeansへの効率的な軽量アクセスへの支援を提供する。

· エンティティBeansの永続性への支援を改善する。

· エンティティBeans間の関係管理への支援を改善する。

· エンティティBeans検索メソッドのための問合せ構文を提供する。

· ホームインタフェースにおける追加メソッドの支援を提供する。

· EJBサーバ間のネットワーク相互運用性を提供する。

